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令和７年度 大規模氾濫減災協議会

豊前市の出水期に向けた取組について



災害対策従事体制

市民の生命・財産、また、安心・

安全確保のため、職員による緊急時

特別出動班を編成し、災害に迅速に

対応できる体制を整備している。

緊急時特別出動班は、災害対策班

と情報収集班に分かれており、まず、

情報整理班が市民からの電話等の情

報を整理し、その情報を受け、災害

対策班が現地へ向かい対応する体制

となっている。



梅雨時期や台風による大雨の前には、建設課や農林水産課、緊急時特別出動班の職員

が協力して、浸水防止のため約２,000個の土のうを作成し保管しています。

災害への備え①



避難所に指定されている、小中学校・公民館・市役所等に設置して

いる防災倉庫の点検を出水期前に行い、防災備品や非常食等がきちん

と配備されているか、発電機等が正常に運転できる状態かなどの確認

を行っている。

災害への備え②



大西防災倉庫



災害の規模が大きくなるほど、避難をする市民の方が多くなります。

その為、市役所のほか数ヶ所に、防災倉庫、水防倉庫を設置し、備蓄

食料、毛布などを準備しています。







普段から、自分の家や避難所までの間にどんな災害の危険があるか、

災害が発生する前に、どんな準備をしたらよいのか、どこに避難すれば

よいのかなどを知ってもらうために、ハザードマップを作成しています。

令和５年度に、新たに２級県営河川の浸水想定区域が発表されたため、

Web版ハザードマップを更新し、令和６年度には紙版ハザードマップを

更新し全戸配布しております。

情報発信①
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情報発信②

出水期前には、市報やSNS等で広報し日頃から災害に備え、家の中や

周辺など安全対策、避難場所の確認、非常時持出袋など対策ができてい

るかチェックしていただくように啓発を行っている。
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まとめ

以上のように災害に向けた取り組みを行い、い

つ発生するかわからない災害に対応しております。

市民の皆様には、防災訓練や研修などを通じ、

災害に関する知識を取得してもらい、様々な災

害に対して事前に備え、対策していただく体制

を整備していきたいと考えております。

ご清聴ありがとう
ございました。


